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１　学力向上プロジェクトの報告会を実施し、成果と課題の把握をする。

２　教員の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実を図る。

３　確かな学力、健やかな体、豊かな心の育成に取り組む。

１　基本的な生活習慣の確立と特別支援教育の充実を図る。

２　教育環境整備のために田川市の中学校の再編に取り組む。

３　学校施設を維持管理し、児童・生徒が安心して学べる環境の整備・充実を図る。

１　地域で子どもを育てるという観点から教育機関や地域の連携を深める。

２　幼稚園、保育所（園）、小学校との連携による、子どもたちの基本的生活習慣の確立と小一プロブレムの解消に努める。

３　小学校、中学校の連携により、学習指導の連続性や接続性の円滑化を図り、中一ギャップの解消に努める。

４　田川市と県立大学の連携を進める。

１　校区活性化協議会を基盤とした自主的で充実した地域活動の推進に努める。

２　生涯学習拠点としての公民館活動の推進に努める。

３　図書館機能の充実整備に努める。

１　人権・同和問題に関する教育及び啓発に努める。

　　

１　青少年の健全育成と家庭教育力向上への支援に努める。

１　生涯スポーツの振興に努める。

２　高齢者の健康・体力づくりの支援に努める。

１　市民文化活動の充実に努める。

１　「石炭の歴史」の発信と文化財保護に努める。

田川市教育行政の重点施策

～　第５次総合計画の具体化を目指して　～

学 校 教 育

○ ２１世紀を、心豊かでたくましく生き抜

く、知性と体力をもつ市民の育成

○ 生涯学習社会の構築に努め、生涯学び続

ける自覚と実践力をもつ市民の育成

○ 生命あるものを大切にし、他人を思いや

り自他の人権を尊重する市民の育成

○ 世界に通じる広い視野を持つ、国際性豊

かな市民の育成

○ ふるさと田川を愛し、文化の薫り高いま

ちづくりをめざす市民の育成

教育の基本目標教育の基本目標教育の基本目標教育の基本目標

自己有用感、豊かな心、創造力を育む

＜学校教育施策の目標理念＞＜学校教育施策の目標理念＞＜学校教育施策の目標理念＞＜学校教育施策の目標理念＞

市民の豊かな心と創造力を育む

＜社会教育施策の目標理念＞＜社会教育施策の目標理念＞＜社会教育施策の目標理念＞＜社会教育施策の目標理念＞

学校での教育内容を充実する。重 点 施 策

豊かに学べる教育環境を整備充実する。重 点 施 策

家庭・地域と連携して学校教育を充実する。重 点 施 策

社 会 教 育

いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。重 点 施 策

自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会をつくる。重 点 施 策

社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境をつくる。重 点 施 策

生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実する。重 点 施 策

豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。重 点 施 策

歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する。重 点 施 策



１ 

教育施策の方針と重点施策 

 

教育の政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、地方教育行政における責任の明確

化、迅速な危機管理体制の構築、首長との連携の強化を図るとともに、地方に対する国の

関与の見直しを図るため、地方教育行政制度の改革が行われ、平成２７年４月、新しい教

育委員会制度がスタートする。教育委員長と教育長が一つになった新教育委員会制度は、

各教育委員会でスタート時期は異なるが、総合教育会議の設置や教育大綱の策定について

は早めの取組が望まれている。田川市の子どもたちの学力、体力、豊かな心の育成のため、

市長部局とさらなる連携を進めていきたい。 

田川市での人口の減少、少子高齢化の進行等、生活環境や教育環境の変化に対応するた

めに、全市をあげて教育環境の整備に取り組まなければならない。昨年の田川市立幼稚園

及び田川市立小中一貫校猪位金学園の開校（園）はその一環として、さらに発展した教育

活動ができるよう取り組んでいきたい。加えて、新中学校のあり方（中学校の再編）につ

いての基本計画を平成２７度中に決定し、全体像を明らかにしていきたい。 

子どもからお年寄りまで、生きがいを持って生活できる地域を創ることは、市としての

大きな課題である。そのために教育に課されたものは大きい。重責を果たすべく、学校教

育の面では、学校・家庭・地域との結びつきを強めながら、子どもたちの健やかな育ちと

生きる力をつけていくとともに、社会教育の面では、いつでも、どこでも学べる生涯学習

環境の充実を図っていきたい。 

 

教育施策の目標理念「自己有用感を育む三位一体の教育」、学校教育の施策方針「自己有

用感、豊かな心、創造力を育む」、社会教育の施策方針「市民の豊かな心と創造力を育む」

はそのまま継承する。 

 

 

１ 学校教育の施策方針 

⑴ 自己有用感、豊かな心、創造力を育む（５年次） 

「田川市学力向上プロジェクト」では、学校・家庭・地域とのつながりを大切にし

ながら、校区での小学校と中学校との連携に取り組み、子どもたちのいわゆる「生き

る力」の育成を図ってきた。地域の特色を生かしながら校区独自の行事を実施してき
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た結果、子どもからお年寄りまでが行事でつながる姿を見ることができるようになっ

た。就学前、小学校、中学校の連携を深めていきたい。 

平成２２年度よりスタートした市費雇用の教員配置により、小学校での少人数学級、

中学校での少人数学習指導を全学年に導入し、各学校で独自の取組を行っている。し

かしながら、平成２６年度の全国学力・学習状況調査では小学校、中学校ともに課題

を残す結果となった。標準学力検査も含め、成果の見える取組が望まれる。 

学力向上のためには、授業の充実と授業以外での学習時間の量的確保が有効であり、

小学校における放課後児童クラブでの学習指導の充実及び中学生対象の「土曜まなび

塾」の充実・強化に努めながら、子どもたち全体の学びの習慣化を図りたい。 

子どもたちの基本的な生活習慣の定着では、「学校・家庭・地域」が一体となった取

組が必要であるが、学校での子どもたちの姿を基に、保護者の協力を得ながらの取組

の不十分さが指摘されている。規範意識の育成もあわせて、「学校・家庭・地域」が一

体となった教育活動について、今一度再考し、取組の強化を図っていきたい。 

学校・家庭・地域が一体となって教育活動を充実させていくには、それぞれの役割

を明確にして取り組むことが重要である。 

学校では、集団生活をとおして、児童・生徒に生きる力を身につけさせたい。学力

の基礎・基本の定着を図るとともに、「確かな学力、豊かな心、健やかな体」の育成に

向けて、知識・技能、思考力・判断力・表現力のバランスのとれた児童・生徒の育成

に努める。 

家庭では、保護者の責任の下、学校と協働して、健全な生活習慣、善悪の判断力、

自制心、思いやりの心などの基本的な倫理観や規範意識を育てる。 

地域では、地域の教育力を発揮し、郷土の担い手としての子どもたちを守り育てる。

地域から守られ期待されている存在であることを子どもたちが自覚し、自分の生まれ

育った郷土を好きになり、郷土のために活動する人材を育成する。 

 

子どもたちの自己有用感を育て、豊かな心と創造力を育むには、このように学校・

家庭・地域が主体性を持って取り組むとともに、三位一体となって幼児期から愛情を

持って接し、多くの体験を積み重ねながら、自己存在感や自尊感情を高めていく必要

がある。 
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［目指す田川市の学校教育像］ 

◆多様な学習形態の中で子どもたちの学力を伸ばす教育 

◆子どもたち一人ひとりの個性や体力を伸ばす教育 

◆集団の中でお互いを認め合い協力する力を伸ばす教育 

  以上のような施策方針の下、平成２７年度の学校教育の重点施策として、次の３

つの柱を設定した。 

 

２ 学校教育の重点施策 

⑴ 学校での教育内容を充実する。 

⑵ 豊かに学べる教育環境を整備充実する。 

⑶ 家庭・地域と連携して学校教育を充実する。 

 

⑴ 学校での教育内容を充実する。 

 ア 学力向上プロジェクトの報告会を実施し、成果と課題の把握をする。 

本市の子どもたちの学力向上に力を注ぐ。平成２７年度は後藤寺校区と弓削田校

区で報告会を実施する。 

また、小学校での少人数学級指導、中学校での少人数学習指導については全学年

で実施できるよう教員配置の継続に努める。この取組の成果と課題の把握は、標準

学力検査及び各種実態調査などの結果から検証を行う。 

イ 教員の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実を図る。 

各校区での小中一体となった教員研修と、本市においては「田川市教科等研究会」

で合同研究の推進を図るとともに、県教育委員会と連携しながら、指導力の向上を

図る。 

ウ 確かな学力、健やかな体、豊かな心の育成に取り組む。 

   確かな学力の育成に努めるため、基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・

表現力をつけるために教員の力量を高めながら授業の工夫改善を図る。 

家庭学習については、各学校で「家庭学習の手引き」などを作成、活用し、主体

的に学習に取り組む態度の育成を図る。また、教育委員会が主催する「土曜まなび

塾」も充実・強化し、学びの習慣化を図っていく。 
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   健やかな体の育成のため、健全な生活習慣と食生活が児童・生徒の生きる力の基

礎であると捉え、食育・体育の推進に努める。全国体力・運動能力・運動習慣等の

調査結果によれば、本市の児童・生徒の体力・運動能力は、改善は見られるものの

課題は残っている。一流のアスリート等による指導を利用し、具体的な希望や目標

を持って児童・生徒自らが体力・運動能力の向上に努めるようにする。 

豊かな心の育成に努め、人権を大切にする教育を推進し、道徳教育や体験活動の

充実などを図らなければならない。そのために、他人を思いやる心、生命や人権を

尊重する心、自然や美しいものに感動する心、正義感や公正さを重んじる心、勤労

観・職業観など、子どもたちに豊かな人間性と社会性を育むための教育を実現する。 

 

いじめを無くす取組は、「いじめ防止対策法」の成立を受け、社会全体でその対策

に当たらなければならない。「いじめは人間として絶対に許されないこと」を第一の

基本認識とし、いじめのない学校風土を構築する。 

近年、社会の情報化の中で新たな人権侵害や、障害者差別、虐待などの社会的な

問題が起きており、そのような課題に対応する態度や能力を育てる。 

 

⑵ 豊かに学べる教育環境を整備充実する。 

ア 基本的な生活習慣の確立と特別支援教育の充実を図る。 

基本的な生活習慣の確立は学力・体力の向上及び豊かな心の育成のための基礎に

なる。保護者、地域の協力を得ながら、学校での子どもたちの育ちを支えることが

できる教育環境を整備充実していく。 

また、生活習慣の確立を図るための基礎となる食育についてもＰＴＡ協力の下、

取組を進める。 

イ 教育環境整備のために田川市の中学校の再編に取り組む。 

平成２５年７月から８月にかけて学校再編に関する基本方針案についてパブリッ

クコメントを募集し、教育委員会で審議の後１０月に基本方針を決定したところで

ある。平成２６年度からは基本計画策定へ向けて審議会で検討を行っている。平成

２７年度中の基本計画の策定へ向け、議会や市民の皆さんからの意見も聞きながら

取り組んでいく。 

ウ 学校施設を維持管理し、児童・生徒が安心して学べる環境の整備・充実を図る。 
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老朽化した学校施設の改修などを行い、安全上、保健衛生上及び機能上学校教育

の場として適切な環境を確保するとともに、避難場所としての機能も発揮できるよ

う施設環境の整備・充実を図っていく。 

 

⑶ 家庭・地域と連携して学校教育を充実する。 

ア 地域で子どもを育てるという観点から教育機関や地域の連携を深める。 

正月の鬼火・凧揚げや、どんど焼きに始まり、夏には夏祭りや盆踊り、秋の校区

の祭り、冬の餅つきなど、全ての地域で子どもからお年寄りまでが集う行事が定着

している。地域の活性化と子どもたちの健やかな成長を願い、学校・家庭・地域の

連携を深める。 

本市では、８中学校区にそれぞれの地域固有の歴史・文化的な特性がある。地域

特有の良さや課題について、小学校と中学校が共通理解を深めながら、ゲストティ

ーチャーや学校応援団の受入れをしながら特色ある教育活動に取り組んでいく。 

また、学校サポート協議会、青少年対策室、関係機関・団体と提携して、喫煙・

薬物等の防止や暴力団排除等の指導にあたる。さらにきめ細かな相談体制を確立す

るため、スクールソーシャルワーカーと学校、家庭、関係機関との提携を図る。 

イ 幼稚園、保育所（園）、小学校との連携による、子どもたちの基本的生活習慣の確

立と小一プロブレムの解消に努める。 

子どもにとって集団での教育は幼稚園、保育所がスタートであり、幼児期の教育

はその後の学校教育での子どもの成長に大きな影響を与えるという観点から、幼稚

園と保育所の連携を進めながら、就学前教育と小学校教育との連携を密にし、県立

大学の協力の下で子どもたちの健やかな成長を見守っていく。 

ウ 小学校、中学校の連携により、学習指導の連続性や接続性の円滑化を図り、中一

ギャップの解消に努める。 

猪位金学園での取組は、小学校と中学校との学習指導の連続性や接続性の観点か

ら市内のモデルとなっている。施設一体型ではなくとも、小学校と中学校との連絡

会の定例化と定着化を図りながら、学習指導や生活指導に関する共通課題の把握に

努め、小学校・中学校の授業交流や行事の交流を行い、中一ギャップの解消に努め

る。 

エ 田川市と県立大学の連携を進める。 
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平成２１年１２月に福岡県立大学において、社会貢献ボランティア支援センター

が開設され、平成２２年１０月には本市と福岡県立大学との包括的連携に関する協

定が結ばれた。すでに県立大学と幼稚園、小学校、中学校との連携は進んでおり、

いろいろな形で成果が見え始めている。今まで以上に教育機関と県立大学との連携

の充実を図る。 

 

３ 社会教育の施策方針 

⑴ 市民の豊かな心と創造力を育む（５年次） 

平成５年に、本市が「学びあう たがわ 人の輪 心の和」をスローガンに生涯学

習都市宣言を行って以来、「生涯学習」という言葉や考え方が市民の間でも随分と浸透

してきたと思われる。しかし、少子高齢化の進行や高度情報化社会の急速な進展、ラ

イフスタイルの多様化等、社会は大きく変化し続けており、生涯学習に求められるニ

ーズも刻々と変化している。 

 

こうした中、平成２３年に策定された「田川市第５次総合計画」も今年で５年目を

迎え、前期基本計画の最終年となる。この間、教育委員会では、第５次総合計画を具

体化するため、社会教育における施策方針を「市民の豊かな心と創造力を育む」と定

め、社会の変化を見据えながら、いつでも、どこでも学べる生涯学習環境の充実に努

めてきたところである。 

 

人権を取り巻く状況をみると、全国的には、同和問題をはじめ、女性、子ども、障

害者等に対する差別が依然として存在するとともに、インターネットを悪用した人権

侵害や犯罪被害者、性的少数者等への新たな人権に関する課題が存在している。また

人権教育では、これらの課題について市民一人ひとりが正しく理解し、自らの生き方

に関わる事柄として受け止めることができるよう、関係機関・団体と連携した取組を

行う必要がある。 

 

近年の情報メディアの急速な発達によって、青少年を取り巻く環境は大きく変化し

ている。このような変化にうまく対応している青少年がいる一方で、長時間にわたる

スマートフォン等の使用や、それに伴う様々な弊害に悩む青少年がいることも少なか
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らず報告されている。社会の新たな変化に対応した青少年健全育成を推進するために

は、学校、家庭、地域、行政それぞれが責任を果たしながら、社会全体で青少年を育

むことが重要であり、とりわけ家庭教育力の向上を図る必要がある。 

 

市民のだれもが、いつでも、どこでも、それぞれの年齢や技術、目的に応じてスポ

ーツを楽しむことができるというのは、生涯をより豊かに過ごすために重要なことで

ある。特に、最近では日本人選手が世界の舞台で活躍する姿が多く見られ、スポーツ

への関心も一段と高まっているところである。こうした中、スポーツをとおして市民

の健康増進と体力向上を目指すため、関係機関・団体との連携を推進し、スポーツ環

境の整備とスポーツ活動の充実を図る。 

 

近年の激変する社会情勢の中にあって、人生にゆとりと潤いをもたらすものとして

文化・芸術は必要不可欠であり、文化・芸術に親しむことで生活の質の向上が期待さ

れる。市民に心豊かな質の高い生活を送ってもらうため、優れた芸術文化を鑑賞する

機会や文化活動に参加できる機会をできるだけ多く提供する必要がある。 

 

地域の歴史・伝統・文化財等は、地域のアイデンティティーであり、歴史的にも貴

重な文化遺産を保護して後世へ確実に引き継ぐことが重要な課題となっている。さら

には、文化遺産の調査研究を進め、地域の歴史を市民に還元していく学習の素材とし

て活用することで、ふるさとを知り、ふるさとを愛する心を育んでいく必要がある。 

 

以上のような施策方針の下に、平成２７年度の社会教育における重点施策として、

引き続き、次の６つの柱を設定し、取り組むこととした。 

 

４ 社会教育の重点施策 

⑴ いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

⑵ 自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会をつくる。 

⑶ 社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境をつくる。 

⑷ 生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実する。 

⑸ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 
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⑹ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する。 

 

⑴ いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

  ア 校区活性化協議会を基盤とした自主的で充実した地域活動の推進に努める。 

    校区活性化協議会では、地域住民の共同体意識と自治意識を高め、連帯感あふれ

るコミュニティづくりが行われている。いくつかの協議会では、防災意識の高まり

を受けて自主防災組織を設置したり、中学生の学習支援を行ったりと特徴的な取組

が見られる。これらの魅力的な取組を各校区で共有できるよう、事例発表の機会と

場を設定するなどして、自主的な地域活動について支援を行う。 

  イ 生涯学習拠点としての公民館活動の推進に努める。 

    市民会館（中央公民館）では、市民ニーズに応じた学習機会を提供するため、公

民館講座や人材バンク講座を開催するとともに、各種団体による様々な学習活動も

行われている。また、地区公民館でも特色ある講座が開催され、学習機会の充実が

図られている。今後も、いつでも、どこでも学べる生涯学習環境を整えるため、公

民館を拠点とした学習活動の推進に努める。 

  ウ 図書館機能の充実整備に努める。 

    図書館は本市の「知」の拠点として、また生涯学習を支援する場所として重要な

施設である。地域に密着し、地域で生活するために暮らしの中で必要な知識や情報

を提供できる図書館とするため、指定管理者制度の導入を目指し、民間活力の活用

による図書館機能のさらなる充実整備を図る。 

 

⑵ 自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会をつくる。 

  ア 人権・同和問題に関する教育及び啓発に努める。 

    田川市第５次総合計画では「市民が人権についての理解を深めていくとともに、

お互いの違いを認め、人権感覚を踏まえた行動ができる人権のまち田川の実現」を

目指している。こうした中、平成２４年度に実施した「人権・同和問題に関する市

民意識調査」では、市民の人権意識を高揚させるためには、多種多様な学習の場を

設定することが必要不可欠であること、特に若年者を対象とした学習の場を設定す

る必要があることが明らかとなった。したがって、これらの課題解決に向けて、関

係機関・団体と協働して、人権・同和問題に関する教育や啓発の推進を図る。 
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⑶ 社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境をつくる。 

  ア 青少年の健全育成と家庭教育力向上への支援に努める。 

    青少年をめぐる様々な問題の背景として、地域における人間関係の希薄化のほか

とりわけ家庭における教育力の低下が指摘されている。教育委員会では、こうした

現状を踏まえ、ＮＰＯ法人等と連携するとともに、教育分野の取組と保健福祉分野

の取組との連携を深めており、今後も家庭教育力の向上を目指した支援に努める。 

また、青少年の健全育成を推進するために、青少年問題協議会、青少年育成連絡

協議会及びまちぐるみ子ども安全連絡会議におけるそれぞれの活動を活性化させ、

相互に協力できる体制を整える。 

 

⑷ 生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実する。 

  ア 生涯スポーツの振興に努める。 

    市民の誰もが、いつでも、どこでも、それぞれの年齢や技術、目的に応じたスポ

ーツ活動を支援するため、体育協会やスポーツ推進委員等と連携したスポーツ教室

のほか親子や世代間の交流事業を展開する。また、学校開放推進事業による屋内・

屋外運動場の利用促進を図る。 

  イ 高齢者の健康・体力づくりの支援に努める。 

    高齢化が進む中、生涯をより豊かに過ごしていくためには、健康増進と体力向上

が重要である。今後も保健センター（健康福祉課）や校区活性化協議会等と連携し、

高齢者の健康・体力づくりへの支援を行う。 

 

⑸ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

  ア 市民文化活動の充実に努める。 

    豊かな心を育むには、優れた芸術文化に触れる機会が必要である。そのためには、

市民へ芸術文化を鑑賞する機会や自らの文化活動を発表する場を提供する必要があ

る。 

    美術館においては、市民が優れた美術作品を鑑賞する機会として、また地元の芸

術家育成を目的として、多種多様な企画展を開催する。さらに、美術館を開放し、

市民に親しまれる交流の場や文化振興の拠点とすべく、指定管理者制度の導入を目

指し、専門的な民間の企画力、営業力等を活用して美術館の充実を図る。 
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    また、田川文化センターにおいても各種文化事業を積極的に展開し、施設利用の

促進を図るとともに、芸術文化活動を支援する場として提供していく。 

 

⑹ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する。 

  ア 「石炭の歴史」の発信と文化財保護に努める。 

    山本作兵衛の炭坑記録画などが世界記憶遺産に登録され４年が経過しようとして

いる。この間、保存・修復という重要な課題を課されてきたが、今年度以降におい

てもこの責任をしっかりと果たすため、石炭・歴史博物館の収蔵庫や展示室の改修

を行い、活用面においても地域活性化を視野に入れ、各関係部局とも連携を強化し

ていく。 

また、筑豊田川の石炭産業の歴史を受け継ぎ後世に伝えるため、三井田川鉱業所

伊田坑跡の調査研究を行い、平成２８年度での国の史跡指定を目指していくととも

に、有形・無形民俗文化財等の保存、継承を支援し教育機関との連携を図り、子ど

もたちに郷土の誇りと歴史を継承していく。 
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学校教育課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

  今日、社会が急速に変化する中で、グローバル化や人口減少・少子高齢化の進展に的確に対応し、活

力のある地域社会を維持していくことが課題となっている。 

こうした状況の中、子どもたちの個性や能力を伸ばし、地域の発展を支える基盤となる教育の重要

性を改めて認識している。 

平成２３年度から始まった「田川市第５次総合計画」では、「郷土を愛し豊かな心と創造力を育むま

ちづくり」を教育・文化の基本構想として、学校教育の充実と特色ある教育環境づくりに取り組んで

いるところである。 

しかしながら、本市においては、児童・生徒の学力や体力の現状に関する「全国学力・学習状況調

査」や「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果が県平均に比べ、ともに低いことが明らかに

なっている。また、規範意識の育成も併せて保護者の協力を得ながらの取組の不十分さが指摘されて

いる。 

この結果を真摯に受け止め、平成２６年に設置した「田川市の子ども達の学力向上有識者会議」の

報告と併せ、授業の充実と学習時間の量的確保を図る方策を推進するとともに、体力については、調

査結果分析に基づく体力向上策を推進する。 

平成２７年度の学校教育の施策方針については、田川市教育施策の目標理念「自己有用感を育む三

位一体の教育」に基づき、平成２６年度の学校教育の施策方針である「自己有用感、豊かな心、創造

力を育む」を継承することとする。 

学校教育の重点施策としては、学校教育の施策方針と学習指導要領の基本的な考え方から次の３点

とする。 

⑴ 学校での教育内容を充実する。 

⑵ 豊かに学べる教育環境を整備充実する。 

⑶ 家庭・地域と連携して学校教育を充実する。 
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２ 重点施策とその具体化 

⑴ 学校での教育内容を充実する。 

  ア 学力向上プロジェクトの報告会を実施し、成果と課題の把握をする。 

目 的 等 

学力向上プロジェクトの下、「確かな学力の育成」に向けた取組を市内全校で確実に

実施する。また、学力向上プロジェクト報告会を継続し、効果的な取組を市内全校に波

及させ包括的な学校改善を推進する。 

【めざす子ども像】 

 ａ 基礎的・基本的な知識・技能を身につけ、それらを活用して課題を解決すること

ができる子ども【基礎・基本の力、思考力・判断力・表現力】 

 ｂ 主体的に学習や課題に取り組む子ども【学ぶ意欲】 

 ｃ よりよい人間関係や社会との良好な関係を築くことのできる子ども【コミュニケ

ーション能力・公共心・規範意識】 

 ｄ 生き方を追求し自己実現に向けて努力する子ども【意欲・自制心・忍耐力】 

事業内容 

【学力向上プロジェクト事業】 

 ａ 小中連携を軸とした組織の活性化 

 ｂ 取組の重点化 

  （ａ）１単位時間のねらいが明確な、問いづくり、思考づくり、価値づくりのある

授業 

  （ｂ）学校、家庭、地域の連携による協働の教育活動の深化・充実 

  （ｃ）家庭学習の習慣化 

 ｃ 学力向上プロジェクト報告会での効果検証 

  （ａ）弓削田中学校校区（１０月９日）・後藤寺中学校校区（１０月１６日） 

【小学校少人数学級運営事業及び中学校少人数学級運営事業】 

 ａ 市費講師配置による小・中学校全学年の３５人以下学級の実施 

 ｂ 標準学力検査や各種実態調査による効果検証の実施 

目 標 

（今後の方向性） 

【全国学力・学習状況調査において筑豊地区平均を上回った教科区分数（計８）】 

平成２６年度、３を平成２７年度すべての教科区分８にする。（福岡県学力調査「平

成２７年度から小５、中２で実施」も同じ目標とする。） 
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【学校の授業時間以外に平日勉強を全くしない児童・生徒の割合】 

 平成２６年度、小学校３．６％、中学校１１．２％から０を目指す。 

  イ 教員の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実を図る。 

目 的 等 

指導力向上を目指して自己研鑽を積むことは、教員にとって大切な営みである。その

中で、近年、児童・生徒の多様な現状に対応するために、より専門的な知識を身につけ

ることが求められるなど、教員をめぐる状況が大きく変化していることや、大量退職に

伴う教員の世代交代が進む現状に対応する教員研修を目指す。特に若手教員の資質能力

の向上に資する研修の充実を図る。 

事業内容 

【教職員の指導力向上を目指す研修会の実施と充実】 

 ａ 田川市教科等研究会における各教科領域の公開授業研究の充実 

 ｂ 評価者の適切な指導による教職員「自己評価と業績評価」の推進 

 ｃ 評価基準と評価補助簿の活用による、信頼性・客観性のある目標に準拠した評価

の実施 

 ｄ 県・市教育委員会及び田川市立教育研究所主催の研修会への積極的な参加 

 ｅ 市費講師及び若年教職員対象の研修会の内容の充実 

目 標 

（今後の方向性） 

研修会の実施と充実について次の目標を設定する。 

 ａ 田川市教科等研究会において公開授業研究を実施した部会の割合１００％ 

 ｂ 福岡県教育センター専門研修の申込み率 平成２６年度、３９．５％を平成２７

年度５０％以上にする。 

  ウ 確かな学力、健やかな体、豊かな心の育成に取り組む。 

目 的 等 

子どもたちが、変化の激しい社会で主体的に生きていくためには、「確かな学力」、「豊

かな心」、そして「健やかな体」の全てが育まれることが重要であり、「生きる力」の基

礎となるため、バランスのとれた育成を図る。 

事業内容 

【休日学習推進事業（土曜数英まなび塾）】 

 ａ 希望する中学校１～３年生を対象に月２回の開催を原則とするが、平成２７年

度、定期考査前は毎週土曜日に開催し、学びの習慣化を図る。 

【放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブでの学習支援）】 

 ａ ４～６年生を対象に猪位金、大浦、大藪、田川児童クラブで実施 
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【少人数学級運営事業】 

 ａ ３５人以下学級のための市費講師の配置及び基礎・基本の学力定着と、思考力・

判断力・表現力の育成 

  （ａ）言語活動の充実を図る授業展開及び体験的・問題解決的な学習【充実】 

  （ｂ）朝学習の時間などを活用した基礎学力向上の取組【量的確保】 

【健やかな体の育成】 

 ａ 課題解決を目指す体育科・保健体育科学習指導の充実 

 ｂ 「お弁当の日」の実施による食育の推進と「感謝の心」の育成 

 ｃ 「地域スポーツとトップスポーツの好循環プロジェクト」（生涯学習課主管）に 

よる専門講師の活用 

 ｄ 運動部活動への外部講師の積極的活用（体力アップアドバイザー事業） 

【豊かな心の育成】 

 ａ 規範的な行動を促す道徳、特別活動、総合的な学習の時間等の教育活動の充実 

  （ａ）重点とする価値 「思いやりの心」「感謝の心」 

 ｂ 社会性と情動の学習（ＳＥＬ－８Ｓ）の実施と充実 

 ｃ 全校「学校いじめ防止基本方針」策定による効果的ないじめ対策 

 ｄ 「不登校対策マニュアル」（教育研究所作成）の活用による不登校の未然防止と

適応指導教室の開設による不登校児童・生徒の指導（不登校児童・生徒カウンセリ

ング及び指導事業） 

 ｅ 「田川みらい学習」の実施 

 ｆ 「今後の人権・同和教育の推進について」（平成２３年１１月）に基づく人権尊

重精神の滋養 

 ｇ 「人権教育の指導方法等の在り方について（第三次取りまとめ）」の実践化 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 土曜数英まなび塾について、これまでは参加率向上を目標としていたが、平成２７

年度は得点化した学習意欲の平均点の始末比較が１０％上昇することを目指す。 

ｂ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の体力合計得点について平成２８年度調査で

県平均を上回る。 

（ａ）平成２６年度結果 

   小学校男子５１．６６（県５３．６２）、小学校女子５１．２８（５３．９９）、  
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中学校男子３８．７４（県４０．６６）、中学校女子４３．０４（４６．８５） 

ｃ 「お弁当の日」を実施した学校の割合１００％ 

ｄ 児童・生徒１０００人あたりの不登校数で全国平均を下回る。 

（ａ）平成２６年度１６．０人（平成２５年度 全国１１．８人） 

ｅ「ＳＥＬ－８Ｓ」をプログラムどおりの時数実施した学校の割合１００％ 

「田川みらい学習」を実施した学校の割合１００％ 

 

⑵ 豊かに学べる教育環境を整備充実する。 

  ア 基本的な生活習慣の確立と特別支援教育の充実を図る。 

目 的 等 

本市中学校において１日でテレビゲームをする時間が２時間未満の生徒及びスマー

トフォンの使用時間２時間未満の生徒の学力は、いずれもそうでない生徒と比べて１１

ポイント高いことが分かっている。保護者・地域の協力を得ながら学力の基盤となる生

活習慣づくりに取り組む。また、将来に対する目的意識や社会性、主体性などを培うた

めの体験活動の充実を図る。 

障害のある幼児・児童・生徒の教育的ニーズに対応した適切な指導・支援を行うこと

により、将来、主体的に社会参加できる力を育成できるよう特別支援教育の充実を図る。 

事業内容 

【家庭・地域との連携・協力による児童・生徒の本質的課題の解決】 

 ａ 学校評価システムの充実 

 ｂ ＰＴＡ・校区活性化協議会・学校評議員等による連絡会の実施と校区課題の共有

化 

 ｃ 田川市ＰＴＡ連合会と連携した基本的な生活習慣づくり 

  （ａ）重点とする事業「早寝早起き朝ごはん」、「スマートフォン使用ルール」、「No 

study kids ０」 

【集団宿泊事業】 

 ａ 困難克服体験を伴う宿泊体験学習の実施（通学合宿支援を含む。） 

【特別支援教育充実事業及び特別支援学級宿泊研修事業】 

 ａ 発達障害を含む障害のある幼児・児童・生徒が、継続性のある支援を受けられる

指導計画の作成（ふくおか就学サポートノートを含む。）と支援の実施 

 ｂ 特別支援教育支援員の増員（１４名から２３名へ）による支援の充実と支援員研
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修の開催 

 ｃ 小・中学校特別支援学級宿泊研修の効果的な実施 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 学校評議員制度を活用し、保護者や地域住民の意向を学校運営に反映させている学

校の割合１００％。また、学校関係者評価を公表している学校の割合１００％ 

ｂ 宿泊体験活動の実施校の割合１００％ 

ｃ 個別の教育支援計画、個別の指導計画を作成している学校の割合１００％ 

イ 教育環境整備のために田川市の中学校の再編に取り組む。 

目 的 等 

平成１８年１月に田川市立学校適正規模審議会から答申された「田川市立学校におけ

る学校適正規模について」に基づき、平成２５年１０月に「田川市立学校再編基本方針」

をまとめた。平成２６年１０月に「田川市新中学校のあり方審議会」を設置し、平成２

７年３月に中間答申を受けた。今年度は、審議会の最終答申を受けて基本計画の策定に

着手し、学校再編を推進する。 

事業内容 

【学校適正規模推進事業】 

 ａ 新中学校創設の趣旨を周知するための住民説明会の開催 

 ｂ 「田川市新中学校のあり方審議会」最終答申に基づく基本計画の策定 

目 標 

（今後の方向性） 

 ａ 中学校校区ごとに住民説明会を開催する。 

 ｂ 平成２８年３月末までに「新中学校創設基本計画（仮称）」を策定する。 

 

 ⑶ 家庭・地域と連携して学校教育を充実する。 

  ア 地域で子どもを育てるという観点から教育機関や地域の連携を深める。 

目 的 等 

学力向上や問題行動防止等学校が抱える様々な課題に学校だけで対応することが難

しくなっている。そこで、これまで以上に家庭・地域との連携を強化し、教育活動の中

に地域資源（人、もの、こと）の活用を積極的に図るとともに家庭学習の習慣化等への

協力をお願いする。このことで教員と子どもが向き合う時間の確保を図る。また、子ど

もが地域の一員としての自覚を高めることを図る。また、児童・生徒の非行の未然防止

や健全育成を図る。 
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事業内容 

【教育活動の中に地域資源（人、もの、こと）を生かした取組の推進】 

 ａ 「ゲストティーチャー」、「学習応援団」等地域・福岡県立大学学生ボランティア

の積極的な活用 

 ｂ 中学校部活動への外部指導者の活用（体力アップアドバイザー派遣事業） 

【関係機関との連携の推進】 

 ａ スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の効果的な派遣による家庭・地域・学校

環境の改善 

 ｂ 警察、消防署、学校サポート協議会、青少年対策室等関係機関との連携した飲酒、

喫煙、薬物乱用防止教育や防災教育及び暴力団排除指導の実施 

 ｃ 地域による児童・生徒の見守り活動の推進と警察、道路管理者等の関係機関が連

携した通学路の安全対策の推進 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 「ゲストティーチャー」による指導を実施した学校の割合１００％ 

ｂ スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）介入事例の重点化 

ｃ 地震に対応した避難訓練を実施している学校の割合１００％ 

イ 幼稚園、保育所（園）、小学校との連携による、子どもたちの基本的生活習慣の確立と小一プ

ロブレムの解消に努める。 

目 的 等 

児童は、小学校への入学を境に教科等を中心とした学習が始まり様々な段差を経験す

る。近年、このことによって、小学校生活にうまく適応できない状況が生まれるなどい

わゆる小一プロブレムの問題が生じている。そこで、発達と学びの連続性を踏まえて幼

稚園、保育所（園）と小学校の円滑な接続を図る。 

事業内容 

【幼稚園・保育所（園）・小学校の連携による就学前教育の推進】 

 ａ 学習の土台づくりに関する情報提供と改善への支援（就学前学習会の開催） 

（ａ）幼稚園教育課程の実践的研究による内容の充実 

（ｂ）幼稚園教職員の指導力の向上を図る研修活動の充実 

（ｃ）ニーズに基づいた保育活動の充実、幼稚園の教育環境の整備 

 ｂ 福岡県立大学との連携の深化 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 幼稚園、保育所（園）、小学校、中学校職員を対象とした就学前学習会を年２回開

催する。 

ｂ 幼稚園、保育所（園）と連携した教育活動を実施した小学校の割合１００％ 
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 ウ 小学校、中学校の連携により、学習指導の連続性や接続性の円滑化を図り、中一ギャップの解消

に努める。 

目 的 等 

田川市立小中一貫校猪位金学園の初年度の実践から、小・中学校教職員が義務教育９

年間の教育活動を理解した上で全体の教育活動において自分の果たすべき役割をしっ

かりと認識することが大きな教育効果につながることがわかった。小中連携、一貫教育

の実施により、９年間の系統性を確保し、学習指導の連続性や接続性の円滑化により中

一ギャップの解消を図る。 

事業内容 

【小中一貫校猪位金学園をモデルとした小中教育課程の円滑な接続】 

 ａ 学力向上プロジェクト事業における小中連携の充実・深化 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 小中研究推進委員会を月１回以上開催した小中学校の割合１００％ 

ｂ 校区小中学校教員による授業研究を実施した小中学校の割合１００％ 

  エ 田川市と県立大学の連携を進める。 

目 的 等 

 「田川市の子ども達の学力向上有識者会議報告書」（平成２７年３月）で示されたよう

に市内に大学があることは本市の強みである。市と福岡県立大学が包括的な連携のもと

学校及び地域における教育の充実・発展を図る。 

事業内容 

【福岡県立大学との連携】 

 ａ 幼稚園、小学校、中学校の教育充実と教員の資質向上への支援 

 ｂ 学校教育上の諸課題に対応した調査研究（例 幼児の体力づくり等） 

 ｃ 県立大学職員による学校教育課施策や学校の教育活動への評価活動 

 ｄ 社会貢献ボランティア支援センターを介した幼稚園、小学校、中学校への学生ボ

ランティア派遣要請 

ｅ 各種審議会等への県立大学職員の登用 

 

３ 継続課題及びその関連事業 

 ⑴ 社会の変化に対応した教育の推進 

ア 教育の情報化の推進 

（ア）コンピュータやインターネット等の授業での活用の推進 

（イ）情報活用能力や情報モラルの育成 

（ウ）「ネットワークの教育利用にあたってのガイドライン」の遵守 
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イ 国際理解教育の推進及び外国語教育の充実 

   （ア）外国語指導助手及び英語教育推進事業に係る加配（弓削田小学校）の活用による実践的コミ

ュニケーション能力の育成 

   （イ）留学生・外国籍地域住民等の積極的活用と国際理解教育の推進 

   （ウ）「Hi friends」の活用による小学校外国語活動の充実 

⑵ 田川市放課後児童健全育成事業の実施 

  ア 放課後児童の健康管理、安全確保、情緒の安定 

  イ 遊びの活動への意欲と態度の育成 

  ウ 遊びをとおしての自主性、社会性、創造性の育成 

  エ 放課後児童の遊びの活動状況の把握と家庭との連携 
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教育研究所施策及び事業 

 

１ 施策方針 

  田川市立教育研究所設置条例に示されている「田川市の教育事情に即した各種教育問題の改善・進

歩を図るため、田川市立教育研究所を設置する」との趣旨及び田川市教育委員会、教育研究所運営委

員会の意を体して、本市教育施策の推進、及び学校教育・社会教育の問題解明と充実に資することを

目指す。 

  そのため、教育委員会事務局、教育の現場との連携を密にし、教育に関する調査研究、及び各種事業

を実施する。 
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２ 重点施策とその具体化 

 ⑴ 学校での教育内容を充実する。 

  ア 教員の指導力向上へ向けて、研修会の実施とその充実を図る。 

目 的 等 

ａ 若年教師の指導力の向上と中堅教師のミドルリーダーの育成を目指し、各種研究会

や研修会への積極的な参加を促す。 

ｂ 市内小中学校の全教員参加による教科等研究会をとおして、教師の専門的な指導力

の向上を図る。 

ｃ 教師の教科等に関する専門的な知識や実践的な指導力の向上を目指し、教育論文の

募集や研究紀要の発行を行う。 

ｄ 教育課題の解決や教師の指導力の向上を目指し、学力向上や生徒指導に関連した教

育研究発表会や講演会を実施する。 

事業内容 

ａ 教職２年目の教師を市委嘱研究員、教職４年目の教師を教育実践研究員として

委嘱し、教育実践研究の進め方やまとめ方についての研修をとおして、専門的な

力量を向上させる。 

ｂ 研究サークルの育成や推進、実技研修など研修活動への助言と援助に努める。 

ｃ 市内の小中学校の全教員を対象に、各教科に分かれて主に部会長の学校におい

て、教材研究や授業研究を実施する。 

ｄ 学校の研究テーマに沿った学校教育論文、委嘱研究員の研究論文、個人研究の

論文を募集し、所感集や研究紀要にまとめて公表する。 

ｅ 毎年、市内小中学校の全教員を対象に、田川青少年文化ホールにて、教育研究

発表会は夏季休業中に、教育講演は２学期に実施する。 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 市委嘱研究員に２年目の教師４名の全員参加を促す。 

ｂ 教育実践研究員に４年目の教師７名の全員参加を促す。 

ｃ 教科等研究会は、年３回の実施と部会毎に、１回以上の授業研究を実施し、研究の

成果と課題をまとめる。 

ｄ ５つの研究サークル研究会で学期に１回以上の研究会を実施する。 

ｅ 教育論文として、学校論文は市内全小中学校、市委嘱研究論文は委嘱研究員全員、

教育実践研究員は６本以上の提出を目指す。 

ｆ 教育研究発表会では、小中学校の分科会において２本ずつの実践発表を行う。 
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ｇ 教育講演会は、２学期に１回実施する。 

 

⑵ 豊かに学べる教育環境を整備充実する。 

 ア 教育課題解決の手立ての１つとして、児童・生徒や教師に関する調査を行う。 

目 的 等 

ａ 市内小中学校の全教職員を対象に、運営に関するアンケート調査を行い、研究所へ

の要望を把握したり教育現場の教育活動推進に生かしたりする。 

ｂ 市内小中学校の児童・生徒、保護者などを対象にアンケート調査を行い、学力の基

礎となる基本的生活習慣や規範意識、人間関係などについての実態を把握し、その調

査結果を学校の教育活動や豊かな心の育成に役立てる。 

事業内容 

ａ ４月初旬に、市内小中学校の全教職員を対象に、研究所運営についてのアンケート

調査を行い、研究所通信「虹」をとおして市内全教職員に結果を知らせ、本年度の研

究所運営に役立てる。 

ｂ １１月から１２月にかけて、小学校４年・６年児童、中学校２年生徒を対象に、ア

ンケート調査を行い、３月に教育実態調査として冊子にまとめ、各学校及び教育関係

機関に配布し、教育課題解決のための資料提供に努める。 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 研究所運営アンケート中の、研究所通信「虹」の市内小中教師の講読率が８０％と

なるよう努める。 

ｂ 実態調査のまとめを市内小中学校、教育関係機関だけでなく、小中学校のＰＴＡに

も各学校１冊配布し、家庭での教育活動に役立てていただく。 

 イ 学校・学級不適応や生徒指導上の諸問題への対応の充実を図る。 

目 的 等 

数年前から不登校児童・生徒の通室生が増加傾向にあり、本年度も４月で８名の通室

生がいるため、適応指導教室の運営の充実と不登校問題への対応の充実を図る。 

事業内容 

ａ 田川市総合体育館内に適応指導教室は設置され、指導員２名により市内小中学校の

不登校児童・生徒の学習や各種体験活動を実施している。 

ｂ 田川市では不登校児童・生徒が少しずつ増加してきているため、昨年度不登校対策

委員会において作成した「不登校対策マニュアル」を今年は４月から活用し、不登校

児童・生徒への組織的な対応を図る。 

目 標 

（今後の方向性） 

ａ 在籍校の教職員との連携を図り、週１回を目途に適応指導教室に来室して頂き、児

童・生徒の学習の支援や本人の励みとしたい。 
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ｂ 不登校対策マニュアルを４月から活用し、年度末の不登校児童・生徒数が昨年度の

１割減少となるよう努める。 
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教育総務課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

学校施設は、昭和４０年から５０年代に建築したものが多く、経年劣化が進んでいることから、定

期的に施設や設備の点検を実施し、必要に応じて改修を行いながら、安全上、保健衛生上及び機能上

学校教育の場としても適切な環境を確保していく必要がある。 

また、非常災害時には地域住民を受け入れ、避難場所として重要な役割を果たす場でもある。だか

らこそ、学校施設は子どもたちをはじめ、そこに集う人たちや地域住民等の安全・安心を十分に確保

したものでなければならない。 

教育の機会均等及び水準を確保するためにも、幼児・児童・生徒が安全・安心に学校生活を送るこ

とができるよう教育環境を整備することは必須条件と考える。 

さらには、少子化や核家族化などの社会環境の変化に伴い、子どもたちを取り巻く環境は大きく変

化しており、公立学校に対する社会各方面からの期待や要望は大きく、また多岐にわたっている。こ

れらのニーズに対応するため、学校と家庭、地域が一体となった取組は必要不可欠であり、特に教育

環境整備は、こうした現代社会の激しい変化に対して柔軟な対応が求められている。 

そこで、今年度における教育環境整備について、教育総務課の重点施策を次のとおり設定する。 
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２ 重点施策とその具体化 

⑴ 豊かに学べる教育環境を整備充実する。 

 ア 学校施設を維持管理し、児童・生徒が安心して学べる環境の整備・充実を図る。 

目 的 等 

学校の施設や設備の点検を実施し、必要に応じて改修を行いながら、児童・生徒が安

全・安心に学校生活を送ることができるよう教育環境整備を行う。 

事業内容 

学校施設は、建築後３０年以上経過した施設が多いことから、安全確保と機能回復を

図るため、大規模改造実施計画の策定に取り組む。 

目 標 

（今後の方向性） 

教育環境及び児童の安全確保が担保できるよう考慮しながら、劣化状況や建築年数等

に基づき大規模改造基本計画（案）を策定する。 

 

目 的 等 

発災時において地域住民を受け入れ、避難場所としても重要な役割を果たす場となる

学校施設の防災機能の強化に努める。 

事業内容 

小・中学校屋内運動場において、照明器具やバスケットゴール等の落下防止対策工事

を行う。 

目 標 

（今後の方向性） 

屋内運動場の構造体のみならず、照明器具等非構造部材の耐震化を図り、より安全・

安心な施設整備を市内全小・中学校において行う。 

【目標：平成２７年度市内全小・中学校屋内運動場の非構造部材耐震化完了】 

 

目 的 等 

障害のある児童・生徒が入学等する場合の対応を、学校施設の現況やその障害の状態

及び発達の段階や特性等に応じ、施設のバリアフリー化を必要に応じて行う。 

事業内容 

幼稚園や小・中学校の教職員等から必要となる施設の改善依頼に応じ、改修等を行っ

て、施設のバリアフリー化を図る。 

目 標 

（今後の方向性） 

障害のある児童・生徒一人ひとりが、学校生活を送る中で、その児童・生徒の持てる

力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服できるようにする。 
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３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 児童・生徒等の安全確保 

   平成１７年度から従来の小・中学校の夜間の学校施設警備に加え、犯罪の抑止対策として、各小

学校児童の下校時に警備会社による巡回警備を実施しており、今年度も引き続き警備会社による巡

回警備を実施するとともに、不審者情報を活用しながら、警備会社及び学校教職員等と連携し、児

童・生徒の安全確保を図りたい。 

   また、児童・生徒のみでなく、地域の安全確保も図られるよう、現在、警備会社による巡回警備

と並行して、生涯学習課が所有する青色パトカーによる市内巡回や地域の自主防犯活動による防犯

パトロールも行われており、それらの活動との連携も必須である。 

⑵ 学校施設の有効活用 

学校施設は児童・生徒が教育を受ける場としてだけでなく、地域コミュニティの場としても重要

な役割を担う地域の財産である。 

このようなことから、学校がより地域に開かれた存在となるために、学校施設の開放など地域行

事への積極的な活用を図る。 



２７ 

生涯学習課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

本市では、「郷土を愛し豊かな心と創造力を育むまちづくり」を第５次総合計画の基本目標とし、「市

民の豊かな心と創造力を育む社会教育」施策を平成２７年度まで継続して推進することにしている。 

最初に、すべての市民が生涯にわたって、いつでも自由に学習する機会をとおして、人と人とのつ

ながり、学んだ成果を地域や社会に還元し、豊かな人生を送ることのできる社会の実現を目指した生

涯学習環境づくりを基本方針とする。 

次に、市民一人ひとりが人権について正しく理解し、自らの生き方に関わる問題として受け止め解

決するために人権・同和問題に関する教育や啓発を推進し、人権を尊重することのできる「人権のま

ちたがわ」の実現を目指す。 

また、青少年に関する問題が複雑化・多様化している中、将来の田川市を担う青少年が明るい希望

を抱きながら、人間性豊かな社会人に成長するため、家庭と地域、学校・行政などの関係機関が連携・

協力して青少年育成に努める。 

さらに、市民の誰もが、健康で生き生きとした生活を営むため、ライフスタイルに応じた生涯スポ

ーツを実現するため、スポーツ環境の整備に努める。 

そこで、生涯学習課としては、本年度についても次のとおり重点施策として設定する。 
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２ 重点施策とその具体化 

⑴ いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

 ア 校区活性化協議会を基盤とした自主的で充実した地域活動の推進に努める。 

目 的 等 

住民が自ら考え、自らの手で創意と工夫に満ちた地域活動を展開し、活力あふれる「生

涯学習まちづくり」を目指す。 

事業内容 

各校区活性化協議会において、公民館部会・青少年育成部会・社会福祉部会それぞれ

の機能を発揮しながら連携協力し、校区住民の自主性・主体性を生かした事業を展開す

る。 

目 標 

（今後の方向性） 

各校区において実施した事業の自己評価を行い、活性化協議会の活動に地域性を出

し、レベルアップを図るとともに、各部会における女性の参画や事業実施における創意

工夫、補助金の有効活用を推進し、さらなる発展を目指す。 

  イ 生涯学習拠点としての公民館活動の推進に努める。 

目 的 等 

市民会館（中央公民館）では、市民の身近な暮らしや地域社会とつながる活動を展開

し、憩いの場、仲間づくりの場、地域づくりの場として多様な役割を果たし、生涯学習

推進の拠点としての使命を担っており、また、地区公民館は、地域住民の課題解決のた

めの学習の場であると同時に、人間関係を深めるコミュニティの場であることから、公

民館活動の活性化を図り、活力ある地域社会の実現を目指す。 

事業内容 

生涯学習に関わる各種事業及び公民館講座の開設、人材バンク事業の推進などに取り

組むとともに、地区公民館や校区における公民館活動の推進を図り、実践発表の場とし

て「田川市公民館まつり」を開催する。 

目 標 

（今後の方向性） 

事業の一層の充実、発展を図りながら、地域住民と協働し「いつでも、どこでも学べ

る生涯学習環境をつくる」を理念に、各種事業を推進する。 

 

⑵ 自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会をつくる。 

  ア 人権・同和問題に関する教育及び啓発に努める。 

目 的 等 

同和問題をはじめとする様々な人権課題について、市民一人ひとりが正しく理解し、

自らの生き方に関わる事柄として受け止めることができるようにする。 

事業内容 

平成２４年度に実施した「人権・同和問題に関する市民意識調査」の結果を踏まえ、

関係機関・団体と協働して、人権・同和問題に関する教育及び啓発を行う。 
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目 標 

（今後の方向性） 

関係機関・団体との連携を密にして、若年層・指導者層を中心に学習の場を設定し、

人権問題に関する関心度７５％を目標とする。 

＊５年ごとの市民意識調査 

 

⑶ 社会全体で子どもたちを守り、健やかに育む環境をつくる。 

  ア 青少年の健全育成と家庭教育力向上への支援に努める。 

目 的 等 家庭教育力の向上を図り、社会の新たな変化に対応した青少年健全育成を推進する。 

事業内容 

学校、家庭、地域及び関係機関・団体との連携を行い、スマートフォン等の電子機器

の急速な普及による課題解決に取り組む。 

目 標 

（今後の方向性） 

課題を抱えた家庭の保護者を中心に市主催事業の参加を呼びかけるよう努め、前年度

を上回る参加者数とする。 

 

⑷ 生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実する。 

  ア 生涯スポーツの振興に努める。 

目 的 等 

スポーツに親しみや興味を持ち、地域住民のスポーツ活動に関する意識が高まり、ス

ポーツライフも多様化する中、誰もがそれぞれの年齢、興味、関心、体力、目的に応じ

て「いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツを継続的に親しむことができる環境づ

くりを目指す。 

事業内容 

地域でのスポーツ活動を推進するために、スポーツ推進委員によるニュースポーツ活

動指導や少年期におけるスポーツに親しみを持つための、カヌー体験教室やスポーツ体

験教室を実施する。また、地域活動指導者を対象に研修会やニュースポーツ講習会を行

う。 

目 標 

（今後の方向性） 

生涯スポーツ社会の実現には、地域におけるスポーツ、学校における体育・スポーツ、

競技スポーツ等、市民の多様なスポーツによる自己実現を支援する必要があり、関連す

る組織間の連携・協力体制の整備・充実を図る。 
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３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 公民館・スポーツ係 

ア 校区活性化協議会 

（ア）地域住民による地域活動の活性化及び啓発活動 

（イ）事業の評価検証と人口・公民館数・均等割に応じた補助金配分率の適正化 

（ウ）職員担当制の維持 

（エ）会計処理の均一化と適正な補助金管理 

（オ）自主財源の確保と行財政改革に呼応した補助金の効率的執行 

（カ）子どもの安心・安全を守る活動との連携 

（キ）地域の人材の育成及び発掘等、人的資源の確保と役員の役割分担の適正化 

イ 中央公民館（市民会館）活動 

 （ア）人材バンク事業（４月～３月） 

（イ）公民館講座（４月～３月） 

（ウ）公民館まつり（１０月１１日） 

（エ）貸館業務 

（オ）地域だより発行（毎月広報の１５日号に１ページ掲載） 

 （カ）中央公民館施設の改修及び整備並びに機能の充実 

   ａ 受電設備幹線改修工事 

ウ 地区公民館活動 

（ア）地域のコミュニティセンターとしての機能の充実 

（イ）地区公民館建設（増築・改修を含む）助成措置 

（ウ）公民館等連絡協議会との連携及び各種研修会・教室の開催 

（エ）「生きがい公民館事業」（健康福祉課所管事業）の支援 

（オ）地区公民館未設置地域の組織の確立、条件整備 

エ 生涯スポーツの普及振興 

（ア）生涯スポーツの普及・振興 

  ａ 地域スポーツ指導者養成講習会の実施 

   ｂ ニュースポーツレクリエーション講習会の実施 

   ｃ 総合型地域スポーツクラブに対する指導・助言 

（イ）少年スポーツ活動 
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ａ カヌー体験教室 

ｂ 親子スポーツ体験教室の実施 

ｃ 小学１年生～３年生を対象とした水泳教室の実施 

（ウ）小学校体育活動支援事業の実施 

   ａ 小学校体育授業へのコーディネーター派遣 

 （エ）各種スポーツ大会 

ａ 市民体育大会（総合開会式）（１０月１１日） 

ｂ 福岡県民体育大会（夏季大会、秋季大会、駅伝大会）への選手団派遣 

（オ）スポーツ施設の改修及び整備並びに機能の充実 

ａ 総合体育館屋根外周コンクリート防水工事 

   ｂ 総合体育館小体育室照明設備改修 

ｃ 市民プール濾過機三方弁修繕及び気流ポンプ整備 

ｄ 流水プール塗装補修 

⑵ 学習振興・人権教育係 

ア 人権・同和教育分野 

 （ア）体験・交流機会、学習機会の充実 

ａ 人権・同和教育「中央講座」 

ｂ 校区人権・同和教育講座 

ｃ 識字学級 

ｄ 子ども会地区学習会 

  ｅ 小学生リーダー養成研修、中学生夏期合宿研修、中学生冬期研修 

ｆ 人権フェスタｉｎたがわ 

 （イ）学習環境の整備 

ａ 老朽化した教育集会所の改修 

イ 青少年対策分野 

 （ア）青少年の非行防止 

ａ 青色パトカーによる巡回活動 

ｂ 青少年健全育成街頭啓発 

ｃ 夜間街頭補導 

ｄ 書店、コンビニ、携帯電話販売事業者等への立入調査 
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（イ）家庭教育の充実 

ａ 家庭教育講座「親子スマイルセミナー」 

ｂ ０歳期からの親子教室 

（ウ）小学生対象事業の充実 

ａ 通学合宿（４泊５日）※県主催事業への協力 

ｂ 修験の道プログラム 

ｃ たがわトコナツＫＩＤＳ（低学年向け、高学年向け） 

ｄ 田川市子どもカルタ大会 

ｅ 田川市子ども会育成会連絡協議会主催事業への協力 

（エ）中学生対象事業の充実 

ａ 少年の主張田川市大会 

ｂ 田川飛翔塾 

ウ 社会教育分野 

（ア）成人式 

エ 生涯学習分野 

 （ア）生涯学習関係情報の提供 

ａ 生涯学習情報紙「生きがい楽習」（年３回発行） 

ｂ 子ども向け体験・イベント情報「たがわっ子リターンズ」 

   （イ）生涯学習啓発研修会の実施 

ａ 盆踊り講習会 

   （ウ）学校開放の推進 

ａ 市内小・中学校の屋内運動場等の開放（電気料徴収事務） 
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文化課施策及び事業 

 

１ 施策方針 

文化とは、『「それぞれの時代や地域、集団によって異なる、人々の精神的・社会的ないとなみ。」ま

た、「人間らしい暮らしをささえるもの。」（出展：三省堂国語辞典第７版。２０１４年。）』である。 

近年、情報化社会の進展、社会経済環境の変化及び趣味・娯楽の多様化等により、全国的に人々の

地域文化に対する関心が、特に若年層を中心に希薄化している。また、地域コミュニティの崩壊は都

市部だけの問題でなく、地方においても深刻な社会問題となっている。このような現状で、人々が心

豊かな質の高い生活を送るためには、地域文化の振興、発展が重要となる。 

本市においては、ハード面における文化環境は他市に比べ整備されている。そのため、伝統文化や

地域の歴史文化に対する理解や、それらを大切にするソフト面の教育が大変重要である。また、学校

や地域社会における子どもたちの文化活動や鑑賞の機会をより一層充実させることが必要となる。 

このことから、本市としては学校や家庭、地域の場において、より多くの市民が優れた芸術文化や

伝統文化に接することができ、関心を持ってもらい、文化活動に参画できるような機会を拡充してい

く必要がある。さらに、先人たちの努力によって培われてきた貴重な文化遺産を受け継ぎ、大切に守

り育て、次代に伝えていくことも必要である。 

文化の担い手は、市民一人ひとりであり、市民が自主的に文化活動に関わることができる環境を整

備・構築することが、地域文化を生かしたまちづくりにつながる。 

以上のことから、文化課としては、第５次総合計画の基本目標「郷土を愛し豊かな心と創造力を育

むまちづくり」を目指して、次のとおり本年度の重点施策を設定する。 
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２ 重点施策とその具体化 

⑴ いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

 ア 図書館機能の充実整備に努める。 

目 的 等 

幅広い分野の情報を集め、それを利用しやすい形で提供することで、市民の生活

や活動につながるだけでなく、「人と人」とをつなぐ活動、美術館や田川市石炭・

歴史博物館と連携して新たな文化との出会いの場を提供する活動を行い、本・人・

文化がつながるように努める。 

事業内容 

【子どもに対する読書対策】 

ブックスタート事業、読み聞かせボランティアの育成、ボランティア団体との連携を

実施するとともに、ボランティアの養成に努める。 

【小・中学校図書館との連携】 

図書館見学・職場体験の受入、自動車文庫による学校巡回を継続実施する。また、学

校図書館法が昨年度改正されたことを受け、学校図書館司書との連携をこれまで以上に

図り、研修等を行い、その養成に努める。 

【図書資料収集の充実や必要資料の提供】 

５月１日から新しい図書館システムが導入され、インターネットによる図書予約の実

現が可能となったため、早急に実現する。また、辞書及びレファレンス資料を年度計画

で随時購入し、レファレンス・サービスを充実させる。さらに、利用者アンケートを実

施し、雑誌等の見直しを行う。 

【利用者に配慮した施設の整備】 

館用器具を購入し館内レイアウトの変更を行い、分かりやすい書架構成を実施する。

さらに、書架サインや案内図を見やすくすることでより分かりやすい図書館とする。 

【自動車文庫の積極的運営】 

停留所、配本所の利用状況を把握し、その見直しや地域利用者の要求に的確に応じる

よう努め、自動車文庫の効果的な活用を図る。 

目 標 

（今後の方向性） 

図書館サービスに対する市民満足度のさらなる向上を図るため、本年１０月１日か

ら指定管理者制度を導入する。これにより、開館時間の延長や開館日数の増加、専任の

図書館長及び専任スタッフを配置することで、これまで以上に図書館機能の充実、整備

を目指す。【目標入館者数：７５，０００人】 
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⑵ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

  ア 市民文化活動の充実に努める。 

   （ア） 田川文化センター・田川青少年文化ホール 

目 的 等 

心豊かな質の高い文化的な生活を営むことができる状態にし、市民の文化活動を支援

奨励していく。 

事業内容 

【市民文化祭】 春季４月～５月、秋季１０月～１１月（一部前後月を含む） 

各団体が繰り広げる市民文化祭を開催するため、市民の芸術文化活動である創作発表

会をとおして団体相互の交流を促進するとともに、市民文化の高揚を図る。 

【芸術文化体験事業】 

地域の芸術文化活動の向上発展に資するため、関係機関や文化団体などと協力連携し

て優れた舞台芸術、公演などの招聘に努めている。 

【懐かしの名画祭】 

文化庁より優れた懐かしの名画を誘致し、市民に映画鑑賞の機会を提供する。 

【こども音楽祭】 

市内園児、小・中学校の児童・生徒、高校生、一般市民による楽器演奏、吹奏楽、合

唱など日頃の練習成果を発表する場を提供し、園児から大人まで相互の音楽交流と発展

に努める。 

【文化団体の育成】 

ａ 文化振興基金奨励事業 

   文化団体の育成を図り、文化活動が市民に定着するよう支援し、市民の自主的な

芸術・文化活動などを奨励するため「田川市文化振興基金」の効果的な運用を図る。 

ｂ 田川文化連盟 

   田川文化連盟は、昭和２２年に発足し６８年の歴史を持ち、その活動をとおして

資質の向上と地域文化の充実発展に努めており、独自の取組も行ってきている。今

後はさらに関係団体を支援し、連携強化を図りながら地域に受け継がれた伝統文

化、特色ある地域文化の育成に努める。 

目 標 

（今後の方向性） 

各イベントは参加団体、観客数の増加を目指し、文化団体、文化施設等と協力し、多

くの人の目に付くように広報を行う。また、文化団体については、育成を図り、文化活

動が市民に定着するよう支援していきたい。 
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   （イ） 美術館 

目 的 等 

 あらゆる市民の日常生活において、美術館が身近に感じられること、さらに関係

施設、関係団体及びアーティストと緊密に連携し、市民一人ひとりがアートと関わ

り、楽しむことができ、市民の生活や活動につながることを目的とし、市民が心豊

かな質の高い生活を送れるよう努める。 

事業内容 

 優れた芸術文化を鑑賞する機会や文化活動に参加できる機会をつくる。 

【企画展事業】 

「英展」をはじめ国内外の優れた作品を集めた展覧会を開催し、多くの市民が多様な

美術作品に触れる機会を提供する。また、郷土ゆかりの作家を顕彰し、奨励するための

企画展や収蔵作品展を開催するなど地方美術館の特徴を生かした企画展を開催する。 

【貸館事業】 

 市民の幅広い文化活動の発表の場として、館内展示室や屋外展示場を使った展覧会や

コンサートを開催するなど、多目的な芸術活動や交流の場として美術館を市民へ開放

し、施設利用の促進を図る。 

【教育普及事業】 

 平成９年度より毎年実施している美術講座「夜の美術館」を、平成２５年度からさら

に地域に密着した美術館とするため「新・夜の美術館」とし、当館学芸員を講師として

企画展に関係した講演や、新聞記者等を招いての講演会など、多種多様な内容としたこ

とで好評を得ている。 

また、ワークショップ（実技講座）は、現在活躍中の美術家を招き、小学生及び一般

を対象に毎年開催している。今後、子育てネットワークとも連携し、公民館や施設に学

芸員が出向き、ワークショップ等を行い、身近な美術館を目指す。 

【学校教育連携】 

 近年の青少年の問題行動等にも鑑み、子どもたちに優れた芸術作品に触れる機会を提

供し、子どもの豊かな心の育成に役立てるため、子どもや青少年向けのプログラムとし

て、鑑賞機会の提供のみならず、鑑賞のための解説や出前授業を行うなど、学校とも十

分連携を取りながら、子どもたちの芸術文化に触れる機会の一層の充実を図る。 

【他美術館連携】 

 平成１５年度に田川市美術館、直方谷尾美術館、嘉麻市立織田広喜美術館の３館で筑
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豊美術館ネットワークを結成し、美術館相互の情報交換、合同広報誌の作成、共同企画

展などの事業実施を行っている。本年度は本美術館で共同企画展を開催するとともに、

学芸員研修会等を計画しており、３館で互いに連携を図りながら地域の文化振興を目指

している。 

また、九州・山口各県の公立美術館・博物館や市内の中村美術館、美術ギャラリーと

も情報交換を行い、美術館相互のネットワークの充実を図る。 

目 標 

（今後の方向性） 

美術館サービスに対する市民満足度のさらなる向上を図るため、本年１０月１日か

ら指定管理者制度を導入する。これにより、企画展事業の充実、民間の営業力による貸

館事業の増大及びこれまで以上に学芸員等が館外に出て教育普及事業、学校連携事業等

を拡充することで、美術館の利用者数の増加を目指す。 

【目標入館者数：４５，０００人】 

 

 ⑶ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する。 

  ア 「石炭の歴史」の発信と文化財保護に努める。 

   （ア） 文化財の保護と活用 

目 的 等 

「田川市文化財保護条例」に基づき、市内に現存する有形・無形文化財、民俗文化財、

天然記念物などを指定して保存し、埋蔵文化財については効果的な保護に努める。 

また、県・市指定文化財を中心に、文化財を学校教育・生涯学習、及び観光資源・学

術資料としての活用を図りながら、文化財に対する愛護精神の高揚、普及を図る。特に

伊加利人形芝居等郷土に息づく民俗芸能については、伝承と後継者の育成を図る。 

事業内容 

【文化財普及事業】 

遠賀川流域の古墳同時公開または発掘調査現地説明会など、文化財普及に必要な事業

を、関係団体及び個人と連携して実施する。 

【文化財保護事業】 

市内文化財の調査を行い、田川市文化財専門委員会への諮問・答申によって文化財を

指定して、貴重な文化財を保存する。埋蔵文化財については市内の開発に伴う埋蔵文化

財事前審査を行い、試掘・確認調査を実施して、効果的な保護を図る。民俗芸能につい

ては補助金の交付等により、伝承活動を支援する。 
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【埋蔵文化財発掘調査受託事業】 

埋蔵文化財事前審査を行って埋蔵文化財の現状保存が図れない場合は、発掘調査（記

録保存）を実施する。特に平成２７年度については、西田川高校の校舎改築工事に伴っ

て発掘調査を実施する。 

目 標 

（今後の方向性） 

天然記念物及び古文書などの市指定候補案件があるため、調査を実施して指定を具体

的に検討する。埋蔵文化財は、最近の社会情勢の動向を見据えながら筑豊地区市町村と

連携を図って、事業者のニーズに即した効率的な保護を図る。また、西田川高校校舎改

築に伴う発掘調査は大規模な事業であるので、適切な調査体制を整える。 

文化財の活用については、市内文化財の点検を再度行い、市ＨＰや案内看板等の基盤

を整備することで、学校及び観光担当部局との連携に役立てる。 

伊加利人形芝居など後継者不足が課題となっている民俗芸能については、関係団体・

個人と連携して積極的な支援を行い、後継者の育成に努める。 

   （イ） 国史跡指定への推進 

目 的 等 

 筑豊炭田最大級の炭鉱であった三井田川鉱業所伊田坑の跡地を、日本の近代化に多大

な貢献を果たした筑豊の中核という価値を評価して、伊田竪坑及び伊田斜坑を含む一帯

の保存活用を図り、国・県及び関係市と連携して国指定史跡を目指す。 

事業内容 

 伊田坑跡は平成２１年度より発掘調査を継続して行ってきたが、平成２７年度は調査

最終年度にあたるため、これまでの調査を総括する調査報告書を作成する。具体的には、

遺物等の整理、実測、製図を行うとともに、必要な測量、文献及び確認調査を実施して、

国指定史跡への意見具申の資料となる報告書を作成する。 

目 標 

（今後の方向性） 

 調査報告書の刊行によって遺跡の価値を明らかにし、平成２８年度の意見具申に向

け、国・県・関係市と連携しながら、遅滞なく所要の事務を進める。 
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   （ウ） 石炭・歴史博物館 

目 的 等 

【博物館機能の充実】 

ａ 博物館内に設置した研究所において、山本作兵衛コレクションや全国及び筑豊の石

炭産業、田川地域の歴史など幅広い調査研究活動を行い、研究成果を広く市民へ還元

する。 

ｂ 展示物の保全や改善を図り、また、館蔵資料の収集・整理、活用を促進する。 

ｃ 「石炭・歴史博物館だより」や「館報（研究報告と年報）」の発行、及び「広報た

がわ」などを通じて広報活動を行なう。 

【教育普及活動の強化】 

ａ 体験学習や歴史講座など興味のもてる各種事業や、関係団体・個人との連携による

博物館活動等に対する関心を高め、生涯学習の場として積極的な運営に努める。 

ｂ 入館者に対する学習の便宜を図るため、解説員による展示資料の案内・説明など適

切な指導助言を行っていく。 

【文化財の保護と活用】 

市内に現存する「炭坑」に関わる有形・無形文化財の保存を図るとともに、観光資源、

学術資源としての活用を図る。 

【ユネスコ世界記憶遺産「山本作兵衛コレクション」の保存活用】 

平成２３年５月２５日、博物館所蔵の「山本作兵衛コレクション」が国内で初めてユ

ネスコ世界記憶遺産に登録されたことを受け、来館者に対する受入環境の整備を行なう

とともに、適切な保存・展示環境を整備し、活用策を図る。 

事業内容 

【博物館機能の充実】 

 ａ 付属研究所における山本作兵衛コレクション及びその背景となる炭坑の歴史等

の調査・研究 

 ｂ 博物館展示物の保全と改善 

ｃ 刊行物「石炭・歴史博物館だより」や「館報（研究報告と年表）」の発行 

ｄ 「広報たがわ」、ホームページ、ブログ等を活用した博物館情報の発信 

【教育普及活動の強化】 

 ａ 特別展等の開催 

（明治日本の産業革命遺産～九州・山口と関連地域～が、ユネスコ世界文化遺産に登録された場合のみ開催） 
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ｂ 博物館講座、作兵衛ゼミナール、博物館研修講座（教職員対象）、体験学習等の

実施 

【ユネスコ世界記憶遺産「山本作兵衛コレクション」の保存活用】 

 ａ 山本作兵衛コレクションの保存・展示環境を整備するための博物館改修工事の 

実施 

 ｂ 世界記憶遺産活用活性化事業の実施 

目 標 

（今後の方向性） 

【博物館機能の充実】 

ａ 市民の地域文化に対する意識の向上を図る。また、博物館リピーターを獲得し、

入館者増を図る。 

ｂ 博物館展示物の保全と改善を図る。 

【教育普及活動の強化】 

ａ 市民の地域文化に対する意識の向上を図る。 

ｂ 学校職員や児童・生徒に対し、本市の歴史や文化を理解してもらう。 

ｃ 博物館講座等の受講者の中から、ガイドとなる者を養成する。 

【ユネスコ世界記憶遺産「山本作兵衛コレクション」の保存活用】 

 ａ 適切な保存・展示環境のもと、世界記憶遺産に登録された「山本作兵衛コレクシ

ョン」を未来永劫伝承する。 

 ｂ 文化庁等の支援を活用し、世界記憶遺産の保存・活用等に係る取組を実施する。 

 ｃ 地域住民と一体となり、全国（全世界）に向け、山本作兵衛コレクションを発信

する。 

 

３ 継続課題及びその関連事業 

⑴ 田川文化センター・田川青少年文化ホール 

   地方自治法の一部改正により、公の施設の管理運営について民間事業者も施設管理者の対象とする

ことができるようになった。田川文化センター及び田川青少年文化ホールにおいて、民間活力の導入

により住民サービスの向上や管理経費の縮減を図るため、平成１９年４月１日から指定管理者制度を

導入し、平成２５年度から３期目（平成２５年度～平成２７年度）を迎え、次期、指定管理者選定の

年である今年度は、これまでの制度導入の成果を十分に検証するとともに、他の団体の状況等も調査

して選定に当たりたい。 

⑵ 美術館 
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   本年１０月１日から指定管理者制度を導入することから、利用者、関係者及び関係団体に迷惑を掛

けないよう、十分な引継ぎ、関係団体等への事前の紹介等を行う必要がある。特に、田川市美術館協

議会には、丁寧な状況説明等が求められる。 

   利用者の増加については、美術館専用駐車場（１３台）、図書館との共用駐車場（４５台）及びバ

スの駐車可能な駐車場があるため、今後、団体等の来館について広くアピールしていくことが重要で

ある。 

⑶ 図書館 

   本年１０月１日から指定管理者制度を導入することから、利用者、関係者及び関係団体に迷惑を掛

けないよう、十分な引継ぎ、関係団体等への事前の紹介等を行う必要がある。 

   また、学校図書館法が昨年度改正されたことを受け、学校図書館司書との連携をこれまで以上に図

り、研修等を行い、その養成に努める。そのため、これまで以上に関係課及び学校と緊密な連携を取

るとともに、１０月以降も継続できる体制の整備を行う。 

   さらに本年度は「田川市子ども読書推進計画」の検討年度であり、活字離れした子どもたちに、読

書の重要性及び本を読む楽しみを伝える計画にする必要がある。 

   また、郷土資料・地域行政資料等の整理充実も継続的に行っていかなければならない。 

⑷ 埋蔵文化財 

   石炭記念公園及びその周辺は、旧三井田川鉱業所伊田坑跡地として平成２８年度に国指定史跡への

意見具申を予定しているため、本年度中に地権者から同意を得る必要がある。さらに、指定予定地の

効果的な取扱いについて関係機関との協議を開始する必要がある。 

   また、発掘調査出土品等の埋蔵文化財関連の保管収蔵及び整理スペースの確保、並びに調査、整理

体制の整備が喫緊の課題である。 

 ⑸ 石炭・歴史博物館 

   平成１７年度より館の名称を「田川市石炭・歴史博物館」と改名し、登録博物館としての機能の充

実に努めてきた。 

   平成２６年度からは、市長部局の「世界記憶遺産推進室」が博物館の管理運営等を補助執行してい

る。 

   平成２３年５月に博物館所蔵の「山本作兵衛コレクション」が国内で初めてユネスコ世界記憶遺産

に登録されたことにより、博物館や近代化遺産に対する関心が高くなっており、さまざまな課題が浮

上していることから、地域住民と一体となり課題解決に向けた方策を探るとともに、教育委員会を含

めた関係各課と連携して課題の解決にあたる。 
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美術館主要事業 

 

事業名 概要 開催期間 

We Love TAGAWA 

私の愛する「田川」展 

アーティストや元学芸員が選んだ様々な作品をとおして語

られる、それぞれの田川愛を感じる展覧会 

4/7～4/26 

18日間 

コレクション展Ⅰ 

（版画のはなし） 

収蔵作品の様々な版画を活用した展覧会 

5/26～7/5 

36日間 

第２４回英展  

開館の翌年から始まり、画壇の新鋭発掘、育成、俊英作家の

顕彰、地元美術界の高揚を目指し、毎年行われている。 

今回のテーマは「半径３メートル」。賞選定委員は、松永真

氏（グラフィックデザイナー）。 

7/7～8/2 

24日間 

新・夜の美術館 

平成９年度から実施していた美術史講座の「夜の美術館」を、

平成２５年度から内容を一新し、美術のみに関わらずいろいろ

なジャンルや視点の講師をお招きする「新・夜の美術館」を開

催。２５年度は新聞記者の講座、２６年度は、まちづくりや文

化財など、「わがまちのたからもの」と題し、好評を得た。 

火曜日３夜開催する。 

7/28,8/4,8/11

3日間 

第５２回 

公募田川美術展 

地元で活発な芸術活動を行っている田川美術協会との共催

展。一般公募の部と会員の作品を紹介する。 

10/20～11/1 

12日間 

絵本原画展 

きかんしゃトーマスと 

なかまたち展 

日本でも大人気の「きかんしゃトーマス」は１９４５年イギ

リスで発行された絵本。現在では、世界１８５の地域、３０か

国語で放送され、長編映画も公開。世界中で愛されるロングセ

ラーキャラクターである。このように、長年にわたり愛され続

けているきかんしゃトーマスの世界を３組４人の画家の絵本

原画やスケッチ、テレビシリーズの撮影に使われた機関車のモ

デル車両や映像などを使って親子そろってお楽しみいただけ

る展覧会。 

石炭産業の発展の学習や、平成筑豊鉄道やＪＲ日田彦山線な

どとの連携によりまちづくりの一環にもなる企画展である。 

11/14～12/27 

38日間 
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事業名 概要 開催期間 

逸品もちより展 

筑豊地域３つの美術館（織田美術館、谷尾美術館、田川市美

術館）で連携する筑ネットの３館合同の所蔵品企画展。 

筑豊ゆかりの作品からその館ならではの逸品を持ち寄る企

画展。 

1/9～2/7 

26日間 

第２４回 田川の子どもた

ちによる絵画展 

美術館の例年の主要展の一つ。田川市郡小、中、高生を対象

に入選作９００点余を展示、入賞者を表彰する。 

2/13～3/6 

20日間 

ワークショップ 

企画展以外の、出張ワークショップ（年数回）、夏休み美術

館ワークショップ（１回）を開催。 

（出張） 

6，7，9月 

（館内） 

8月 
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図書館主要事業 

 

事業名 概要 開催期間 

○学校図書館協議会との共催 

児童・生徒の読書への関心を高め、豊かな心

を育むことを目的とする。 

― 

第５５回 

読書感想文コンクール 

小・中学生を対象に募集。優秀作品集発行。 1月末予定 

第４６回 

読書感想画コンクール 

小・中学生を対象に募集。作品の展示。 1月予定 

第４９回 こども童話発表会 小学生低学年・高学年を対象に募集。 11月予定 

学校図書館司書との交流 実務レベルでの情報交換。 適宜 

○田川郷土研究会との協動 

郷土の歴史等について、市民への啓蒙を図り、

興味を喚起する。 

― 

郷土史公開講座 郷土研究会会員による市民への講座。 

6 月・1 月～3 月

（4回予定） 

○ボランティア団体との協働 

ボランティア団体に活動の場を提供し、子ど

もたちの読書への関心を高める。 

― 

絵本の読み聞かせ・ビデオ放映 ボランティア・職員による読み聞かせ等。 

第2・4金曜日、 

毎週土曜日 

子ども読書の日イベント 紙芝居・読み聞かせ等実施。 4月18日 

読書まつり 読書週間に合わせたイベント。読み聞かせ等。 

10月下旬～ 

11月上旬予定 

図書館クリスマス会 大型絵本の読み聞かせ、パネルシアター他。 12月 

○図書館独自事業 読書意欲の喚起を促すための独自事業。 ― 

夏休み読書マラソン 

紙芝居（水曜日） 

夏休み期間中の児童・生徒の読書習慣をつけ

ることを目的。 

夏休み期間中 
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事業名 概要 開催期間 

本読みボランティア養成講座 外部講師を招いて、絵本の読み聞かせの指導。 

2月予定 

（2回） 

除籍図書リサイクル 

不要になった資料や寄贈図書を無料で学校、

図書館利用者へ提供。 

3月 

ブックスタート事業 

４か月児検診会場で、ブックスタートについ

ての説明及び図書館利用啓発とともに絵本を入

れた布バックを配布。 

第2金曜日 
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埋蔵文化財主要事業 

 

事業名 概要 開催期間 

国史跡指定推進事業 

国史跡指定に係る事務及び三井田川鉱業所

伊田坑跡の試掘調査等の調査研究及び資料整

理を実施。 

特に平成２７年度は調査の最終年度にあた

るため、これまでの調査を総括する報告書を作

成する。 

通年 

文化財普及事業 

筑豊地区の市町村や関係団体、個人と連携し

て、古墳同時公開（本市では夏吉１号墳及び２

１号墳）などの文化財普及事業を実施。 

古墳同時公開 

4/19（日） 

10/18（日） 

随時 

文化財保護事業 

市内指定文化財の保存管理と埋蔵文化財の

保護等。 

随時 

埋蔵文化財発掘調査受託事業 

市内の開発に伴う発掘調査を受託して実施

する。西田川高校校舎改築に伴う発掘調査につ

いては、平成２６～２９年度に発掘調査を実施

し、平成２９年度に報告書を作成予定。 

4～7月 
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田川文化センター・田川青少年文化ホール主要事業 

 

事業名 概 要 開催期間 

春季市民文化祭 

 市民の生活に根ざした生活文化の振興と、市民文化の創

造と発展に資することを目的とし、文化団体等の発表の場

として、田川文化センター・田川青少年文化ホール等で開

催される。 

4/1（水）～ 

5/31（日） 

懐かしの名画祭 

 文化庁より優れた懐かしの名画を誘致し、一般市民に映

画鑑賞の機会を提供する。１９４０年代以降の日本の名画

４作品を２日間で３作品ずつ上映する。今年で２２回目の

実施となる。 

7/25（土）・26日（日） 

又は8/1（土）・2日（日） 

芸術文化体験事業 

 児童・生徒に良質な舞台芸術を鑑賞する機会を提供し、

芸術文化活動への参加意欲を喚起するために、市内の小・

中学校を対象として実施される。平成２７年度に関しては

ミュージカル「冒険 西遊記」上演予定。 

9/15（火） 

秋季市民文化祭 

 市民の生活に根ざした生活文化の振興と、市民文化の創

造と発展に資することを目的とし、文化団体等の発表の場

として田川文化センター・田川青少年文化ホールをメイン

会場に共催事業で実施する。 

 メイン行事は１１月３日（火・祝）開催予定の「こども

音楽祭」。市内園児、小・中学生、一般市民による楽器演

奏、吹奏楽、合唱など日頃の練習成果を発表する場であり、

かつ、交流の場である。 

10/1（木）～ 

11/30（月） 
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石炭・歴史博物館主要事業 

 

事業名 概要 開催期間 

博物館改修工事 

世界記憶遺産「山本作兵衛コレクション」を

最も適した環境で保存・展示するための改修。 

明治日本の産業革

命遺産～九州・山口

と関連地域～が、ユ

ネスコ世界文化遺

産に 

登録されなかった場合 ７月～ 

登録された場合 １月～ 

博物館展示物の保全と改善 

屋外展示物の保全と館内展示パネルの改修

と改善。 

通年 

特別企画展 

山本作兵衛コレクションに係る特別企画展

を実施。 未定 

（明治日本の産業革命遺産～九州・山口と関連地域～がユネスコ世界文化遺産に登録された場合のみ開催） 

世界記憶遺産登録原画展 

日本で初めてユネスコの世界記憶遺産に登

録された山本作兵衛コレクションの中から、炭

坑記録画などを公開します。 

未定 

（明治日本の産業革命遺産～九州・山口と関連地域～がユネスコ世界文化遺産に登録された場合のみ開催） 

世界記憶遺産活用活性化事業 

田川市世界記憶遺産活用活性化推進委員会

が文化庁の補助を受けて実施する山本作兵衛

コレクションの保存・活用に係る事業の支援。 

通年 

博物館講座 

館長、副館長、学芸員などによる講座。 

月１回、全１１回開催。 

毎月第2土曜日 

（全11回） 

作兵衛ゼミナール 

炭坑記録画に記された文章を読み解く。 

月１回、全１２回開催。 

毎月第4土曜日 

（全12回） 

博物館研修講座（教職員対象） 田川市郡内教職員を対象とした研修講座。 8月予定 
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事業名 概要 開催期間 

出前授業 

学芸員等が小・中学校や公民館等に出向き、

出前授業を行う。 

随時 

刊行物の発行 

「石炭・歴史博物館だより」（１３号）、「館

報」（９号）の発行。 

すべて、３月までに

発行予定 

関係団体との連携 

筑豊地区の石炭関連資料館及び団体や、全国

産炭地の関係団体との連携。 

随時 

体験学習「石炭を燃やそう」 

今では見ることがなくなった石炭を、実際に

燃やして体験するイベント。 

5月5日 



    

    

    

    

資資資資                            料料料料    
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教育委員会 

 

教育委員 

 平成２７年４月１日現在 

 

区分 
（ふりがな） 

氏名 
性別 

現在の任期 

（委員長職等の任期） 
過去の在任期間 

委 員 

（委員長） 
神 崎
か ん ざ き

陽 子
よ う こ

 女 
Ｈ24.10.1～Ｈ28.9.30 

（Ｈ26.10.11～Ｈ27.10.10） 
Ｈ16.10.1～Ｈ24.9.30 

委 員 

（委員長職務代理） 
毛利
も う り

眞一郎
しんいちろう

 男 
Ｈ23.12.25～Ｈ27.12.24 

（Ｈ26.10.11～Ｈ27.10.10） 
Ｈ22.1.1～Ｈ23.12.24 

委 員 公 門
き み か ど

義
よ し

尊
のり

 男 Ｈ24.10.1～Ｈ28.9.30  

委 員 星野
ほ し の

ゆかり 女 Ｈ25.10.11～Ｈ29.10.10  

委 員 

（教育長） 
尾
お

垣
がき

有 三
ゆうぞう

 男 
Ｈ26.10.8～Ｈ30.10.7 

（Ｈ26.10.8～Ｈ30.10.7） 

Ｈ21.7.1～Ｈ26.10.7 

（Ｈ21.7.1～Ｈ26.10.7） 

委員長職務代理 

毛利 眞一郎 

委員長 

神崎 陽子 

委 員 

星野 ゆかり 

教育長 

尾垣 有三 

委 員 

公門 義尊 
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【学校及び幼稚園一覧】 

学校及び幼稚園名 所 在 地 電話番号 

弓 削 田 小 学 校 田川市大字弓削田４９９番地  （４４）０１００  

後 藤 寺 小 学 校 田川市宮尾町１番９号  （４４）０１２４  

大 浦 小 学 校 田川市大字奈良１６１６番地  （４４）０３８３  

大 藪 小 学 校 田川市大字川宮１６４５番地２  （４４）０２８２  

田 川 小 学 校 田川市栄町４番２３号  （４４）１１２３  

鎮 西 小 学 校 田川市大字伊田１９４６番地１  （４４）０７０２  

伊 田 小 学 校 田川市大字伊田４３９０番地  （４４）１３０９  

金 川 小 学 校 田川市大字糒１７７１番地  （４４）１１８３  

猪 位 金 学   園 田川市大字位登５０９番地  （４４）０４９７  

弓 削 田 中 学 校 田川市大字弓削田１２２２番地  （４４）０４８４  

後 藤 寺 中 学 校 田川市大黒町１１番６９号  （４４）００８７  

田 川 中 学 校 田川市大字糒１９５９番地  （４４）１１８０  

鎮 西 中 学 校 田川市大字伊田２０２４番地  （４４）１１８２  

伊 田 中 学 校 田川市大字夏吉１９７番地１  （４４）１０８８  

金 川 中 学 校 田川市大字糒２５８番地 （４４）０５９１  

中 央 中 学 校 田川市中央町３番７１号 （４４）２０１３  

田 川 市 立 幼 稚 園 田川市大字伊田２７４４番地２  （４４）０９０６  

 

【教育施設一覧】 

施 設 名 所 在 地 電話番号 

田川市立図書館  田川市新町１１番６１号 （４４）０３８４  

田川市美術館  田川市新町１１番５６号 （４２）６１６１  

田川文化センター  田川市平松町３番３６号 （４４）６４７０  

田川青少年文化ホール  田川市平松町３番３６号 （４４）６４７０  

田川市石炭・歴史博物館 田川市大字伊田２７３４番地１  （４４）５７４５  

産業ふれあい館  田川市大字伊田２７３４番地１  （４４）５７４５  

田川市民会館  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）５１１０  

田川市総合体育館  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市弓道場  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市市民テニスコート 田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市総合グラウンド  田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市こがねが丘陸上競技場 田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０  

田川市トレーニングセンター 田川市大字伊田２５５０番地１  （４４）７３７０ 

田川市市民球場  田川市大字伊田２７４５番地２  （４４）７３７０  

田川市市民プール  田川市大字伊田２７４５番地２  （４５）７６５４  

田川市猪位金球場  田川市大字猪国５３８番地  （４４）７３７０  

田川市猪位金グラウンド 田川市大字猪国５３８番地  （４４）７３７０  

船尾武道館 田川市大字弓削田２８３８番地  （４４）７３７０  

 


